
第３期山科区基本計画 
想い出は いつも人  ちょいなか山科





本計画における将来像と合言葉について

　本計画では，第２期山科区基本計画の将来像「心豊かな 人と緑の“きずな”のまち 

山科」を継承するとともに，本計画を進めるうえで基盤となる「地域力・つながり」を

大切にし，「想い出は いつも人」「ちょいなか山科」を合言葉に取組を進めます。

「想い出は いつも人」

　山科区役所では，令和２年度から，主に子育て世代の山科への移住を促進するた

めに，山科の魅力の発信などに取り組む「京都山科ブランディング事業」を実施して

います。この事業の中で，魅力募集や座談会を通じて山科の魅力をお伺いしたところ，

【人との想い出，人とのつながり】に関する魅力をたくさんお寄せいただきました。

　そこで，京都山科ブランディング事業では，この【人との想い出，人とのつながり】を

象徴するキャッチフレーズとして，「想い出は いつも人」を採用し，山科の魅力を発信

しています。

「ちょいなか山科」

  「ちょいなか山科」は，山科13学区から集まったメンバーが定住人口の増加を目的に

山科の魅力を発信する地域活動を行っているワーキンググループの活動から生まれ

ました。ワーキンググループでは，「京都中心部，大阪，神戸からも比較的近いアクセス

の良さ」と同時に【地域のきずなが残り，自然が身近に感じられる生活】が山科の持

つ大きな魅力と考え，「『ちょっといなか』がちょっといい。ちょいなか暮らし，山科で

始めませんか」という気持ちを込めて「ちょいなか山科」というキャッチコピーを考え

ました。現在は「ちょいなか山科」ワーキンググループとして活動を行っています。

　ワーキンググループでは，四季を感じられる豊かな自然，家庭菜園や野菜の自動販

売機などの風景，みんなが参加しやすいお祭りなどのイベント，見守りなどの地域活

動といった山科での暮らしをイメージできる動画を作成しYouTubeで配信すること

で，多くの方々に動画を見ていただき山科への移住を考えるきっかけとなるよう取り

組んでいます。

・・・・・
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参加と協働による持続可能なまちづくりを

「市民・区民が主役のまちづくり」
私は市長就任以来，この方針を軸に市政に邁進してまいりました。そして，未曾有のコロナ禍の中，改めて
この言葉の大切さを噛み締めています。
コロナ危機と，収支不均衡の構造が続いてきたことによる財政危機。本市は現在，そんな“２つの危機”
に直面しています。同時に，人口減少や地球温暖化など様々な社会課題にも立ち向かっているところです。
区民の皆様の心強いお取組の一つ一つが，困難を乗り越え，より良い社会を目指すための大きな力となり
ます。
この度策定した「第3期山科区基本計画」は，山科区の明るい明日への礎となるもの。本計画を基に，それ
ぞれの地域の魅力やすばらしい「地域力」，「文化力」を，暮らしの豊かさとまちの活力につなげていきます。
ひいてはそれが京都市全体の未来を創ります。そして，オール京都で共々に，「誰一人取り残さない」持続可
能な社会の構築に力を尽くしてまいる決意です。
最後になりましたが，本計画の策定に御協力いただいた方々，貴重な御意見を寄せてくださった全ての
皆様に，この場をお借りして，心から感謝申し上げます。

京都市長　門川 大作

「地域力・つながり」をいかして

この度，山科区役所では，令和３年度から令和７年までの５年間の山科区のまちづくりの指針となる
「第３期山科区基本計画」を策定しました。
本計画は，令和２年度までの第２期山科区基本計画を継承するとともに，人口減少，高齢化，少子化，自然
災害の増加，新型コロナウイルス感染症の発生等の潮流を踏まえ，山科の強みである「地域力・つながり」
を全ての基盤として，あらゆる課題に対してしなやかで持続可能なまちづくりを目指すものです。
策定に当たり，阪本 崇 京都橘大学副学長を座長とする「山科区民まちづくり会議」において，区内の
様々な団体の皆様に御参画いただき活発な御議論を重ね，そして区民の皆様から多くの御意見を頂戴し，
それらを反映いたしました。計画の策定に御尽力・御協力いただきました皆様に心からお礼申し上げます。
本計画の終期の翌年（令和８年）には，山科区が東山区から分区して50年の節目を迎えます。この節目に
向け，本計画に基づき，区民の皆様と一緒に山科の魅力である「地域力・つながり」をいかしたまちづくり
を一層推進してまいります。

山科区長　大西 利加子

あいさつ
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□１第３期山科区基本計画の位置付けについて
「山科区基本計画」は，「世界文化自由都市宣言」の都市理念のもと，京都市全体の長期構想である「京都
市基本構想（グランドビジョン；平成11（1999）年12月策定）」に基づく地域（行政区）別の計画であり，全市
的観点から取り組む主要な政策を示す「京都市基本計画」と同列で，相互に補完しながら，山科区の個性を
いかした魅力ある地域づくりの指針として位置付けるものです。
京都市基本構想の終期が令和7（2025）年であることから，「第３期山科区基本計画」は，「第３期京都市
基本計画」と同様に，令和３（2021）年度から令和７（2025）年までの5年間の計画とします。

市政の基本方針

京都市基本構想（グランドビジョン）

21世紀の京都のまちづくりの方針を理念的に示す長期構想
平成13（2001）～令和7（2025）年

部門別計画

京都市基本計画

基本構想の具体化のために全市的観点から
取り組む主要な政策を示す計画

《第１期》
平成13（2001）～平成22（2010）年

《第２期》（はばたけ未来へ！京プラン）
平成23（2011）～令和2（2020）年度

《第３期》（はばたけ未来へ！京プラン2025）
令和3（2021）～令和7（2025）年

地域別計画

山科区基本計画

山科区の個性をいかした魅力ある
地域づくりの指針となる計画

《第１期》
平成13（2001）～平成22（2010）年

《第２期》
平成23（2011）～令和2（2020）年度

《第３期》
令和3（2021）～令和7（2025）年

Ⅰ    第３期山科区基本計画の策定に当たって
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□２ 京都市の財政状況について

財政が厳しい中でも充実した行政サービスを維持
市民一人当たりの市税収入が他都市より少ない中，高い水準の福祉・医療・教育・子育て支援などを実施。

その水準を維持するため，職員数の削減や事業の見直しなどの行財政改革を行うとともに，担税力の強化
といった成長戦略の推進に取り組んできました。しかし，国からの地方交付税が大幅に削減され，収入が
伸び悩む中，高齢化による社会福祉関連経費などの支出が増加。行財政改革の取組だけでは必要な財源
を賄いきれなかったことから，将来の借金返済の積立金（公債償還基金）などを取り崩し，将来世代へ負担
を先送りしている状態です。

＜具体的成果＞
　保育所など待機児童が８年連続ゼロ（令和３年４月１日現在）
　大雨への浸水対策済み面積割合が全国トップ水準（市91%，全国60％）　など

今後の収支見通しと財政再生団体になる危機
新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり，市税収入の回復が見込めない中，社会福祉関連経費が

増加する見込みです。歳入増加・歳出削減の取組を反映させない場合，毎年度の収支不足額が500～600
億円まで拡大し，財政再生団体になると，急激かつ大幅な市民サービスの低下が避けられません。

＜影響（例示）＞
　国民健康保険料 約３割値上げ
　保育料 約４割値上げ　　　など

魅力あふれる京都を皆さんと共に未来へ！
コロナ禍と財政危機という２つの大きな困難に直面していますが，わたしたちは，京都のまちをより素晴

らしいものとして次の世代につないでいかねばなりません。このため，「行財政改革計画」（令和３年８月策
定）に基づき，「挑戦」と「改革」を断行し，市民の皆様と共に，このまちの力を信じ，明るい今と未来を切り
拓いてまいります。

Ⅰ 第３期山科区基本計画の策定に当たって
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□３ 第２期山科区基本計画の取組について
山科区では，平成23（2011）年3月に，区民・地域団体・企業・事業者・学校・行政などの関係者が一緒に
なって連携・協働し，より良いまちづくりを進めていくための計画「第2期山科区基本計画」を策定しました。
この「第２期山科区基本計画」は，「人づくり」「融合」「共汗・協働」をキーワードにし，「心豊かな 人と緑の
“きずな”のまち 山科」を将来像に掲げたもので，この計画に基づいて様々な取組を進めてきました。
その結果，「第２期山科区基本計画」の計画期間である平成23（2011）年4月から令和3（2021）年3月末
までの10年間で，「環境」，「まちの魅力・観光」，「交通・都市基盤」，「保健・福祉・子育て」，「地域のつながり」
の各分野で一定の成果が挙がっており，令和元（2019）年度山科区民まちづくり会議においても，「あらゆ
る分野で第2期基本計画のキャッチフレーズにある『“きずな”のまち』にふさわしい「地域力」をいかした区
民主体の地域活動が展開されている。今後，地域活動の担い手をさらに広げていきたい。」と総括しました。

□４ 第３期山科区基本計画の策定に当たっての基本的な考え方について

（1） 区民主体の計画
「山科区民まちづくり会議」をはじめ，山科区自治連合会連絡協議会総会「明日の山科を考える」など，
あらゆる機会に区民意見を募り，区民の想いを反映した計画とします。

（2） 第2期山科区基本計画の考え方の継承
「第2期山科区基本計画」のキーワード，「人づくり」「融合」「共汗・協働」は，次期5年間でも基調とすべき
ものであり，これを継承しながら発展させた計画とします。

（3） 踏まえるべき社会の潮流
「第2期山科区基本計画」の策定から10年が経過したことに伴い，人口減少・少子化・高齢化の加速，コ
ミュニティ機能の低下，地震や台風，集中豪雨などの自然災害による被害の増加，新型コロナウイルス感染
症の世界的な大流行やそれに伴う地域経済の停滞，これまでにない京都市の厳しい財政状況などを克服
する必要があります。
また，東日本大震災を契機としたレジリエンス*の考え方の重要性の高まり，誰一人取り残さないSDGs（持
続可能な開発目標）*の国連サミットでの採択，ポストコロナ時代の新しい生活様式の実践など，社会経済
情勢は大きく変化しています。
これらの社会潮流を踏まえて，未来の明るい山科区を見据えた計画とします。

*レジリエンス：さまざまな危機からの回復力，復元
力，強靭性（しなやかな強さ）を指す。

*SDGs（持続可能な開発目標）：平成27（2015）年の
国連サミットで採択された，令和12（2030）年までを
期間とする国際目標。持続可能な世界を実現する
ための17のゴール・169のターゲットを定めたもの。
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（4） 「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」との連携
平成31(2019)年に策定された「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」の

内容及び議論の経過とも整合を図り，この「戦略」の内容を踏まえた計画とします。

「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」について

子どもや孫の世代になっても山科が活力に満ちた魅力的なまちであるために，山科の未
来にとって非常に大きな可能性を秘める京都刑務所の敷地活用を核として，これからの
山科の持続可能なまちづくりの方向性を示す指針として策定しました。

◆戦略においては，今の山科区の姿と将来見通しを踏まえ，「目指す姿」と「これからの山
科区のまちづくりの方向性」を掲げ，さらに，まちづくりの方向性を実現するうえでポ
イントとなる5つのエリア及び各々の今後の方向性を設定しています。

◆とりわけ，京都刑務所周辺エリアについては，山科の活性化の起爆剤として，山科のま
ちのイメージを大きく変革し，新たな魅力を創造するための京都刑務所敷地の活用案
を示しています。

◆今後，5つのエリアをはじめ，山科全体が将来にわたって活性化するように取組を進め
ていきます。

目指す姿とこれからの山科区のまちづくりの方向性

目指す姿 

▲

「住んで，働いて，訪れて，楽しく美しいまち・山科へ！」

   ▼ これからの山科区のまちづくりの方向性

①若者から高齢者まであらゆる世代が住みよいまち・コミュニティの維持
山科は，豊かな自然と歴史に恵まれ，“京の東の玄関口”として交通利便性の高い住宅地として発展を続けて

きました。地域の行事や，多世代のコミュニティの繋がりがしっかりと引き継がれ，住みやすいまちとして区民
の皆さんにも評価されています。こうした良さをしっかりと守り，美しいまち並みを保全・創造し，道路・交通な
ど生活利便性を向上させながら，若者から高齢者まであらゆる世代が，山科に愛着を持ち，山科に暮らしたい，
住み続けたい，住んで良かった，と心から実感できるまちづくりを進めます。

②子育て世代など新たな定住者を呼び込むまちづくり
まちの持続的な発展には，次代を担う子ども，子育て世帯に山科に住んでもらうことも重要なことです。しか

し，現状では，子育て層の減少傾向が見られ，まちの実態とイメージのギャップも指摘されています。このため，
事業所誘致を進め，今以上に雇用の場を生み出すことに加え，より良好な住環境及び教育環境を創るととも
に，山科の持つ魅力や資源，コミュニティのつながりを活かし，子どもや子育て世帯に山科で暮らしたい，暮ら
し続けたいと思ってもらい，定住へと繋げるまちづくりを進めます。

③次代の山科の魅力を創り出すまちづくり
山科区は，豊かな自然や多くの歴史・観光資源があり，交通利便性が高いほか，地域コミュニティの繋がりも

強く，安心安全なまちであるなど，暮らす魅力に溢れています。子どもや孫の世代になっても，まちが持続的で
活力に満ちた魅力的なまちであるために，こうした山科の魅力をしっかり発信しながら活かすとともに，次代
に向けて，山科のまち全体のイメージを大きく変革する，新しい魅力を創造するまちづくりを進めます。

策
定
目
的

戦
略
の
全
体
像

平成31(2019)年に策定された「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」の
内容及び議論の経過とも整合を図り，この「戦略」の内容を踏まえた計画とします。

「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」について

Ⅰ 第３期山科区基本計画の策定に当たって
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第３期山科区基本計画の策定に当たり，山科区の魅力や課題，次世代に継承すべきこと，より良いまちと
するため取り組むべきこと，将来像などを，「山科区民まちづくり会議」や山科区自治連合会連絡協議会総
会「明日の山科を考える」などにおいて，語り合いました。

□１山科区の魅力

〈魅力その１〉  地域力・つながりが強い
各学区において自治会などによる活発な地域活動が行われており，さら
には地域の健全なコミュニティづくりのために，連帯感を育成，高揚するこ
とを目的として，毎年山科区をあげて「ふれあい“やましな”区民まつり」や
「山科義士まつり」が開催されています。

〈魅力その２〉  安心・安全のまち
山科区民の「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識のもと，積極
的な安心・安全の取組が続けられています。
刑法犯認知件数は，平成22年からの９年間で約70％以上減少（令和2年
暫定値）しています。

〈魅力その３〉  交通の利便性が高い
山科区は，JR線，京阪京津線，地下鉄東西線の3路線が走っており，京都
の東の玄関口として，交通の要衝となっています。
山科駅（JR，京阪，地下鉄）の乗降客数は，京都市内では京都駅（JR，近鉄，
地下鉄），烏丸駅（阪急）・四条駅（地下鉄）に次いで，3番目に多くなっています。
また，山科区内には2つのインターチェンジ（名神高速道路京都東ＩＣ，
第二京阪道路山科出入口）があり，高速道路へのアクセスも良好です。

〈魅力その４〉  1400年を超える歴史と豊かな自然
悠久の歴史を背景に，勧修寺，隨心院，毘沙門堂の門跡寺院や国宝を有
する安祥寺，赤穂義士ゆかりの岩屋寺や大石神社など，山科区は多くの歴
史・観光資源に恵まれています。山科疏水（琵琶湖疏水）沿いの緑道は憩い
の場として整備され，森林や河川など豊かな自然を身近に感じることがで
きます。

Ⅱ    山科区の魅力と課題，将来像
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新たな視点・社会潮流

山科区の課題

　　　　  保健・福祉・子育て

◆課題を抱えている人に早期に気づき，支援に結びつける体制をつくる必要があります。

◆誰もが日常の中で健康意識を高め，いつまでも笑顔で健康に暮らせるよう，
地域ぐるみで健康づくりを推進する必要があります。

◆高齢者が地域で見守られながら，生きがいを持っていきいきと健やかに暮らせることが大切です。

◆障害のある人が地域の中で孤立しない共生社会をつくる必要があります。

◆新婚世帯や子育て世帯が「山科区に住んでみたい」「山科区に住み続けたい」と思えるよう，
地域ぐるみで子育て支援に取り組むとともに，山科区の魅力を発信する必要があります。

◆地域ぐるみで学校教育を応援するとともに，若者の成長を応援する必要があります。

環境

◆ 山科区の美しく豊かな自然環境の保全活動を
通じて，美しい自然を次世代へ受け継ぐととも
に，まちへの愛着や誇りを育てていく必要が
あります。

◆ 区民一人ひとりが環境問題に関心を持ち，身
近にできることから実践し，環境に配慮したま
ちづくりを推進していく必要があります。

交通・都市基盤

◆ 自然災害に対する意識を高め，地域防災の取
組を強化する必要があります。

◆ 都市基盤の整備と共に公共交通の充実など，
交通環境の利便性を高める必要があります。

◆歩いて楽しいまちづくりと共に，公共交通などを
利用し，マイカー利用を抑制する必要があります。

まちの魅力・観光

◆ 区内に点在する歴史・文化などにまつわる観
光資源について，地域の活性化に資するよう，
山科区の魅力や特徴をいかした観光の在り方
を検討していく必要があります。

◆「京焼・清水焼」や「山科なす」をはじめとした
伝統産品・農産物などの魅力を地域内外に発
信するなど，地域の産業振興を推進していく
必要があります。

地域のつながり

◆ 地域のつながりの要となる自治会・町内会の
意義を理解してもらうことで，加入を促進する
必要があります。

◆ 様々な世代間の交流や同じテーマに興味を持
つ人たちの交流など多様な形で地域のつながり
を広めていく必要があります。

レジリエンスの重要性
人口減少や自然災害，新型コロナウイルス感染症の
世界的な大流行をはじめとする様々な危機に対し，
粘り強くしなやかに対応するレジリエンスを高める

まちづくりを推進する必要があります。

SDGs（持続可能な開発目標）
達成への取組
誰一人取り残さない多様性に寛容な
まちづくりを推進する必要があります。

□２ まちづくりの課題
第３期山科区基本計画が山科区の現状に即したものとなるよう，下記の新たな視点・社会潮流を考慮して，

今後のまちづくりの課題を整理しました。

Ⅱ 山科区の魅力と課題，将来像
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□３ 将来像
区民・地域団体・企業・事業者・学校・行政など，山科区のまちづくりに関係するみんなが共有する，山科
区のめざす将来像を次のとおり定めます。

きずな

心・人

緑

魅力

地域力が支える暮らしの安心・安全が息づくまち
◆山科区のまちづくりの礎である「地域力」，人と人との「つながり」が継承され，
　安心・安全な暮らしを支えています。

◆自治会や各種団体などが連携し，区民主体の多様なまちづくり活動が展開され，
　人と人のきずなが強まり，山科区の暮らしやすさ，居心地の良さが実感できます。

あらゆる世代が元気で笑顔あふれるまち
◆子どもから大人，高齢者も障害のある人も，
　一人ひとりが心身共にいきいきと輝き，活躍できます。

◆区民の誰もが「山科区に住んでよかった，住み続けたい」と実感でき，
　さらには多くの皆様から「山科区に住んでみたい」と思っていただいています。

水と緑が暮らしに寄り添う，環境に配慮したまち
◆区域を流れる河川，疏水，三方の山々をはじめとした豊かな自然は，
　身近な水と緑のうるおい空間として保たれ，多様な生物を育んでいます。

◆うるおい豊かでみずみずしい都市空間・生活空間が形成され，
　美しいまちづくりが継承されています。

◆環境共生と脱炭素化のまちづくりを実践し，地球環境を大切に，
　快適で安心・安全な暮らしが営まれています。

人を惹きつける魅力あふれるまち
◆ 1400年を超える歴史と伝統，産業，それを支える優れた技術や匠の技が受け継がれ，
　まちは活性化し魅力にあふれています。

◆一人ひとりが地域の魅力を知り，味わい，楽しみ，高め，区内外に発信することで，
　その魅力は多くの人に伝わっています。

「心豊かな 人と緑の“きずな”のまち 山科」
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□１まちづくりのテーマ
まちづくりの課題を踏まえて，将来像を実現するためのまちづくりのテーマを，以下のように再構成し

ます。
山科区のまちづくりにおいて最も大切にすべきは，山科の強みである「地域力・つながり」です。「地域力・

つながり」を基盤として，あらゆる課題に対してしなやかで持続可能なまちづくりを展開します。

防災
・
防犯

暮らしの
安心・安全を
高める

保健
・
福祉

地域における
健康と生活を
共に支え合う

子育て
・
若者

子育て，
子ども・若者の育ちを
地域で支える

観光
・
産業

山科区の特徴を
いかし，まちの
魅力・活力を高める

交通
・

都市基盤
交通・

都市基盤を
整える

自然環境

次世代へ
豊かな環境を
受け継ぐ

地域コミュニティ
・
自治

山科区の地域力・
つながりをいかす

Ⅲ    まちづくりのテーマと取組
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　まちづくりの各テーマのねらいは次のとおりです。

地域コミュニティ・自治　 山科区の地域力・つながりをいかす

「地域力・つながり」は，この計画の基盤となるものです。山科区ならではの「地域力・つながり」は，
大切にすべき伝統，地域の財産であり，次世代へ継承すべきものです。また，コロナ禍を契機に自宅
で過ごす時間が増加し，地域のつながりや交流，集うことの大切さが再認識されています。
一方で，自治会や町内会は，加入率の低下や役員の高齢化などの課題を抱えています。また，人口
減少や少子化により，地域活動の担い手が減少しています。
「私とは関係ない」と思わず，自分ごととして考え，地域に関心を持ってできることから始め，SNS
などのツールを活用しながらまちづくりの参加の輪を広げるとともに，次世代の地域活動の担い手
の育成を進めていきます。
山科区では，これまでの積極的な地域活動により，刑法犯認知件数が大幅に減少するなどの成果
が現われており，山科区は全ての世代の方にとって，住みやすい安心・安全のまちへ変貌を遂げてい
ます。
これらの実績を向上させるとともに，山科区内外へ「山科区の魅力」を効果的にPRすることで山
科区のブランディング*を図り，定住人口の増加，活力ある地域の創出へつなげます。

*山科区のブランディング：山科区の暮らしやすさなど，山科区の魅力をコンテンツ化し，特に住宅購入層や
  子育て世帯へ広く発信することで，山科区への移住を促進し，定住人口の増加につなげる取組。

子育て・若者　 子育て，子ども・若者の育ちを地域で支える

子どもと若者は，将来のまちづくりを担う地域の宝です。区民・地域団体・企業・事業者・学校・行政
などが一体となって，地域ぐるみで，妊娠前から子ども・若者まで切れ目のない支援を推進します。
地域の見守り，地域との関わりのなかで，安心して子育てでき，子ども・若者が将来の展望を持って
成長できるまちづくりを進めることにより，次世代を担う子ども・若者や新婚世帯，子育て世帯が「山
科区に住んでみたい」「山科区に住み続けたい」と実感できるまちを目指します。

観光・産業　 山科区の特徴をいかし，まちの魅力・活力を高める

1400年を超える歴史を有する山科区は，歴史・文化資源や豊かな自然に恵まれており，交通の要
衝としても栄えてきました。
山科区の魅力を深掘りし，広く発信しながら，山科区の魅力や特徴をいかした観光振興や産業振
興に取り組むことで地域内の経済循環を図り，まちの活力を高めていきます。
あわせて，地域の歴史・文化資源や伝統行事・農業などに区民が親しみ学ぶ機会や，暮らしの中で
地域の豊かさが実感できる機会を増やし，山科区への愛着，誇りを醸成します。

□１ まちづくりのテーマ
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防災・防犯　 暮らしの安心・安全を高める

安心・安全は，快適な社会生活を営むために必要不可欠です。
災害や気候変動による被害を最小限にとどめるためには，「自分の命は自分で守る」という一人ひ

とりの意識，普段からの地域の関係づくりが大切です。
また，「山科区が良くなった」という実感を，一層高めるべく，「地域の安心・安全は地域で守る」と

いう意識で，区民・地域団体・企業・事業者・学校・行政などが連携を強化し，暮らしの安心・安全を高
めていきます。

保健・福祉　 地域における健康と生活を共に支え合う

住み慣れた地域でずっと安心して暮らしたい。これは，みんなの願いです。その思いを実現するた
めに，区民・地域団体・企業・事業者・学校・行政などが連携し，地域におけるつながりを強化し，共に
支え合うまちづくりを進めます。
また，地域や人とのつながりの中で一人ひとりが健康づくりに取り組むとともに，地域全体で健康

づくりに取り組んでいく環境整備を進めます。

交通・都市基盤　 交通・都市基盤を整える

山科区は，幅員の狭い道路が多く存在するなど，交通安全・交通ネットワーク上の課題を抱えています。
安全で快適な道路空間の整備や改善などを進めるとともに，地域の協働で安全な交通環境づく

りに取り組みます。
また，公共交通の利便性を向上させるとともに，高齢化などにより移動が困難となりつつある住

宅地における交通環境の改善などに地域との協働で取り組みます。
あわせて，「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」などを踏まえ，土地

利用や都市機能の在り方について検討を進めます。

自然環境　 次世代へ豊かな環境を受け継ぐ

恵まれた自然環境を維持・保全するために，地域ぐるみで美化・緑化活動に取り組むことで「美し
いまちづくり」が定着しています。
脱炭素社会*の実現に向けて，ライフスタイルの転換による省エネの徹底と再生可能エネルギー

の普及拡大に努めます。
また，豊かな自然環境・生活環境を次世代に継承するため，一人ひとりが身近にできることから取

り組み，環境を保全する意識と習慣を醸成します。

*脱炭素社会：地球温暖化の原因である温室効果ガスの排出源となる化石燃料の使用から脱却し，
  持続可能な発展が可能となった社会。

Ⅲ まちづくりのテーマと取組
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□２ まちづくりを協働で取り組む「山科区民宣言」
まちに関わる全ての人がまちづくりを自分ごととして考え，
行動するための共通の目標として「山科区民宣言」を掲げます。

防災・防犯
暮らしの安心・安全を高める

＜山科区民宣言＞
安心・安全，住みやすいまち山科

見守り活動をはじめ，交通安全や防災・防犯に関わる

啓発活動など熱心に取り組んでいる山科。

さらに快適で，安心・安全なまちであり続けます。

具体的な取組 

▲ p.29-

子育て・若者
子育て，子ども・若者の育ちを地域で支える

＜山科区民宣言＞
子ども・若者は「山科の宝」！

子どもと若者は，将来のまちづくりを担う地域の宝です。

山科は子ども・若者の笑顔が絶えず，いきいきと活動し，

夢があふれるまちです。

具体的な取組 

▲ p.22-

交通・都市基盤
交通・都市基盤を整える

＜山科区民宣言＞
みんなの生活にやさしい交通を目指すまち山科

交通は，山科がずっと抱えてきた課題。

一歩ずつでも前へ進めていくため，

交通安全や交通環境づくりを目指します。

具体的な取組 

▲ p.36-

地域コミュニティ・
自治

＜山科区民宣言＞

力強くつながる
山科の「地域力」
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まちづくりの礎である

「地域力」は，区民の誇りです。

世代や立場も超えて，

人のつながりを大事にします。

保健・福祉
地域における健康と生活を共に支え合う

＜山科区民宣言＞
誰もがいきいき，健康，山科

誰もが住みやすい，暮らしやすい山科で，

心も体も健康で暮らし続けることができる

まちづくりを目指します。

具体的な取組 

▲ p.32-

観光・産業
山科区の特徴をいかし，まちの魅力・活力を高める

＜山科区民宣言＞
一人ひとりが「山科ファン」

山科は，「歴史・自然・食」の魅力あふれるまちです。

私たち一人ひとりが山科のファンを自認し

魅力を伝えるPR隊です。

具体的な取組 

▲ p.26-

自然環境
次世代へ豊かな環境を受け継ぐ

＜山科区民宣言＞
美しいまちは山科のじまん

水や緑に囲まれたまちを美しく保つのは，

私たち一人ひとりの心がけから。

「美しいまちづくり」は山科の誇りです。

具体的な取組 

▲ p.39-

具体的な取組 

▲ p.19-

山科区の地域力・
つながりをいかす

Ⅲ まちづくりのテーマと取組
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まちづくりの７つのテーマと，これから５年間に取り組む内容は次のとおりです。

□３ まちづくりのテーマと取組

観
光
・
産
業

① 山科区の魅力や特徴をいかした観光に取り組む
② 区民が育む観光に取り組む
③ 区をあげて山科区の魅力のPRを行う

① 特徴ある産業の魅力のPRを行う
② 地域と学校・教育機関との連携を強化する

① 文化の力で社会的・経済的価値を創出する
② 文化力で地域活動を活性化する
③ 生涯学習を盛んにし，学び続ける風土を醸成する

(１) 暮らしに根ざした
　   観光に取り組む

(２) 地域資源をいかし
　   産業を振興する

(３) 文化力を基軸として
　 社会的・経済的価値を
　 創出する

子
育
て
・
若
者

① 地域ぐるみで子どもを見守る
② 子育てに課題や困難を抱えた家庭への寄り添い支援を行う

① 地域ぐるみで学校教育を応援する
② 校外で子どもたちが学び・成長する場づくりを進める

① 子育て世帯を切れ目のない保健福祉サービスで支援する
② 保護者のニーズに対応した幼児教育・保育を提供する

① 子育て世帯を地域全体で温かく見守る
② 地域の子育て施設や子育てサロン・子育てサークルでの交流を促す

① 若者の居場所づくりや様々な経験・交流の場づくりを進める
② 若者の自治活動・地域活動への参画を応援する

(１) 地域ぐるみで
　   子育てを見守る

(２) 地域ぐるみで
　   子どもの学びを応援する

(３) 子育て世帯に
　   保健福祉サービスと
　   幼児教育・保育を提供する 
　　　　　　　　　　　
(４)子育て世帯の交流を促し
　   ネットワークをつくる

(５) 若者の成長と
　   社会参加を応援する

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

① これまで培ってきた地域活動を継承・発展させる
② 自治のつながりを次世代へ継承する
③ 自治会や各種団体などの交流を深める
④ 一人ひとりが自分ごととして地域に関わり合うことで
豊かな人間関係を育む

⑤ スポーツやイベントなどを通じた地域交流を促す

① テーマ型など新たなコミュニティの形成を促す
② 地域活動を担う層の拡大を促す
③ 大学，地域，行政などの連携を一層広げる
④ 多文化共生を推進する
⑤ まちづくりをサポートする情報を発信する

(１) 地域のつながりを
　   深め強める

(２) 地域のつながりを
　   広め強める

テーマ 取組
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自
然
環
境

① 生物多様性豊かな自然環境を保全する
② まちの緑を増やす

① 清掃・美化の活動を充実する
② ごみの出ない循環型のまちを構築する

① 徹底した省エネを進める
② 再生可能エネルギーの普及を進める
③ 環境に配慮したライフスタイルを営む

① 学校などと連携し，環境保全活動の担い手を育成する

(１) まちのうるおい・自然を
　   大切にする

(２) ごみのないまちをつくる，
　   ごみの出ない暮らしを営む

(３)地域から地球温暖化
　   対策を考え，実践する

(４)環境について学び行動する

交
通
・
都
市
基
盤

① 安全で快適な道路空間の整備・改善に取り組む
② 幹線道路網の交通対策に取り組む

① 公共交通の利用を促す
② 地域を支える公共交通の充実を図る
③ 新たな交通手段や移動の利便性向上策を幅広く検討する

① 「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」や
「京都市持続可能な都市構築プラン」を踏まえたまちづくりを推進する

① 良好な都市景観を創出する
② 美しい自然的・歴史的景観を保全・継承する

(１) 道路を快適にする

(２) 公共交通の利便性を高め
　   利用を促す 

(３)山科区の持続的な発展に
　   向けた土地利用を目指す
　 
(４) 良好な景観を形成する 

保
健
・
福
祉

① 地域福祉のネットワークを強化する
② 人権文化が息づくまちづくりを進める
③ 多文化共生を推進する
④ ユニバーサルデザインの普及，推進を図る

① 高齢者がいきいきと活動できる場をつくる
② 地域で見守る・支える体制を強化する
③ 安心の環境整備を充実させる

① 障害のある人とその家族への生活支援を充実させる
② 障害についての理解を深め，地域で支える環境づくりを進める

① 健（検）診の実施と健康教育・相談を充実させる
② 区民主体の健康づくりを推進する
③ 地域医療体制を充実させる

(１)全世代型の
　   地域共生社会を進める

(２)高齢者の暮らしの安心と
　   生きがいをつくる

(３)障害のある人の
　   社会生活を応援する

(４)区民の健康をつくり，守る

防
災
・
防
犯

① 一人ひとりの「防災力」を高める
② 地域防災組織の機能を強化し，助け合える体制を整備する
③ 災害に備えて地域・企業・行政・医療機関などの連携を強化する
④ 総合的な防災・危機管理体制を強化し，災害に強いまちづくりを推進する

① 地域の防犯対策を継続・発展させる
② 生活安全の取組の充実を図る
③ 交通安全の取組の充実を図る

(１) 災害への意識を高め，
　   防災の取組を強化する

(２) 暮らしの安心・安全を
　   支える

Ⅲ まちづくりのテーマと取組
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地域を取り巻く環境は大きく変化しているとともに，地域の抱える課題やニーズは多様化しています。
その中で，共に支え合い，いきいきと暮らしていくためには，区民・地域団体・企業・事業者・学校・行政な
どが役割分担しながら，全員参加のまちづくりが求められます。
山科区の全ての関係者がひとつになって，連携・協働しながら計画を進めていきます。

計画に掲げた政策を推進す
るとともに，区民が主体のまち
づくりを支援・連携します。

地域と事業者が連携し，専門
的な知識をいかしながら，日頃
の活動の中でできることを実
践していきます。

一人ひとりが自分ごととして，
地域のことに関心を持って，一
人で，家族で，仲間でできるこ
とから始めます。

区民・
地域団体

企業・
事業者

行政・
学校

Ⅳ    計画を進めるために
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地域コミュニティ・自治

山科区の地域力・つながりをいかす

============== (１) 地域のつながりを深め強める ==============
地域のつながりは，コミュニティの基盤です。隣近所の関係性を，今後も大切にしていきます。
これまでに山科区で培ってきた自治会をはじめとする地域コミュニティをいかしたまちづくりを今後
も進めるとともに，自治会や各種団体などがお互いに関わりを意識しながら，地域のつながりを更に
深める取組を進めます。
さらに，一人ひとりが，主体的に地域に関わる取組を進めることで，豊かな人間関係を育みます。

========================================================

取組① これまで培ってきた
地域活動を継承・発展させる

◆ 「ふれあい“やましな”区民まつり」や「山科義
士まつり」など，地域の連帯感の醸成，地域の
活性化に資する行事を継承・発展します。

◆ 世代間交流や地域間交流を進めるために，地
域で取り組まれてきた夏祭りや運動会などの
行事を継承します。

◆ PTAや山科おやじの会などとの協働で，同世
代間のつながりを育みながら，地域とつなが
る機会の創出を図ります。

Ⅴ    将来像を実現するための具体的な取組
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取組② 自治のつながりを
次世代へ継承する

取組④ 一人ひとりが自分ごととして
地域に関わり合うことで
豊かな人間関係を育む

取組③ 自治会や各種団体などの
交流を深める

取組⑤ スポーツやイベントなどを
通じた地域交流を促す

◆ 広く地域活動への参加を促し，地域活動を支
える担い手を育成・確保することで，自治のつ
ながりを次世代へ継承します。

◆自治会へ加入する魅力やメリットを情報発信し，
自治会の意義を理解してもらうことで，積極
的な加入を促し，自治会活動を活性化します。

◆ 学区間及び各種団体間で交流し，連携を強化して
いくことで，まちづくり活動を充実していきます。

◆ 各学区でのスポーツ大会などをはじめ，気軽
にスポーツを楽しめる場と機会を充実し，ス
ポーツを通じた地域住民の交流を促します。

◆ 指導者研修などを実施し，区民のスポーツ・レ
クリエーションをリードする人材の養成に取り
組みます。

◆一人ひとりが自分ごととして，地域のことを知り，
できることから関わりを持つ取組を進めます。

◆ 関わり方は人それぞれでも，お互いを認め合い
ながら接する場を持ち，誰一人取り残さない目
配りをしながら，豊かな人間関係を育みます。

　地域コミュニティ・自治　 (１) 地域のつながりを深め強める

20



============== (2) 地域のつながりを広め強める ==============
NPOをはじめとする市民活動団体などによる多様なまちづくり活動を積極的に展開し，大学などと
の協働を進めることで，活動主体を増やすとともに活動の幅を広げ，「地域力」の向上を図ります。
また，SNSなどのツールを活用し，地域のつながりを推進します。

========================================================

取組② 地域活動を担う層の拡大を促す

◆ 今後地域活動の担い手となる子育て世代，マ
ンション居住者や学生などとの交流を促し，
顔が見える関係をつくるための機会づくりを
進めます。

◆ 全ての区民がいきいきと地域活動を担う機会
を創出するとともに，SNSなどのツールを活用
した多様な交流を図ります。

◆ 働く時間や場所など多様で柔軟な働き方を推
進し，仕事と家庭生活等を両立する「真のワー
ク・ライフ・バランス」*を実践することで，地
域活動や社会貢献活動に積極的に参加する
機会を増やします。

◆ 中学校の「生き方探究・チャレンジ体験」など
に積極的に協力し，中学生が地域の中で社会
を学び，将来に向かって成長する機会を提供
します。

取組④ 多文化共生を推進する

◆ 外国籍区民や留学生などと地域との交流機会
を創出し，お互いの理解を深めながら多文化
共生のまちづくりを進めていきます。

取組① テーマ型など新たな
コミュニティの形成を促す

取組③ 大学，地域，行政などの連携を
一層広げる

◆ NP0をはじめとする市民活動団体による活動，
子育て世代の交流など，テーマ型のコミュニ
ティによる活動を活発に行い，これらの活動と
地域との交流を促します。

取組⑤ まちづくりをサポートする
情報を発信する

◆ 市民しんぶん山
科区版や山科区
役所ホームペー
ジ，山科区公式ア
プリ「やましなプ
ラス+」，SNSなど
のツールを活用
し，山科区のまち
づくり関連情報
をはじめとした
区民の生活に役
立つ情報の提供
に努めます。

*真のワーク・ライフ・バランス：仕事と家庭生活の調和だ
けでなく，地域活動や社会貢献活動等に積極的に参加す
ることによって，誰もが生きがいと充実感を持って，心豊
かな人生を送ることができるという考え方。

◆ 京都橘大学及び京都薬科大学をはじめとした
大学と地域，行政などの連携・交流を一層推進
します。

◆ 学生のまちづくりへの参加を促進し，若い力で
まちづくりを進めていきます。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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子育て・若者

子育て，子ども・若者の育ちを地域で支える

============== (１) 地域ぐるみで子育てを見守る ==============
地域ぐるみで子どもの安全を見守るとともに，子どもの居場所づくりの充実を図ります。また，課題
や困難を抱えた家庭への寄り添い支援を行います。

========================================================

◆ 子どもの登下校時の見守りや，夜間の銀河隊
パトロール活動を全ての学区で実施します。

◆ 地域の児童館などで，子どもたちが育つ安心・
安全な居場所づくりを推進します。

◆ 「ファミリーサポート事業」への登録者を増や
し，保護者の急用や病気などの際に地域で育
児の助け合いを行います。

◆ 子ども食堂などの地域における子どもの居場
所づくりの取組を推進し，実施場所の更なる
拡大を図ります。

取組① 地域ぐるみで子どもを見守る

◆ 子育ての課題や困難を抱えた家庭に対して，
専門的な助言を行うとともに，育児支援ヘル
パー派遣，ショートステイなど，一人ひとりの状
況に応じた育児支援サービスにつなぎます。

◆ 子どもや子育てに携わる関係機関や団体など
が連携し，課題や困難を抱えた家庭への寄り添
い支援を行います。

◆ 親が養育することが困難な子どもを親に代わ
り家庭に迎え入れ養育する養育里親の担い手
を増やします。

取組② 子育てに課題や困難を抱えた
家庭への寄り添い支援を行う
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=========== (2) 地域ぐるみで子どもの学びを応援する ===========
山科区の特徴である「地域力」を子どもたちの教育に対しても発揮し，地域ぐるみで学校教育を応
援するとともに，地域で子どもたちが学び・成長する機会を提供します。

========================================================

◆ PTA活動や山科おやじの会への保護者の積
極的な参加，学校運営協議会，はぐくみネット
ワークなどを通じた地域ぐるみの取組で，学
校教育や子育てを応援します。

◆ 運動会・文化祭・授業参観・学習発表会・ふれ
あいトーク・家庭教育講座など，学校の活動が
地域住民に公開される機会や地域住民と児
童・生徒がふれあう機会には積極的に参加し，
子どもたちの様子を知り，学校の取組を応援
します。

◆ 小・中学校で実施される放課後の学習の機会
にスタッフとして参画し，運営に積極的に協力
します。

◆ 地域の大学や大学生が専門性をいかして，子
どもたちに学びの機会を提供し，地域との関
わりを深めます。

取組① 地域ぐるみで学校教育を
応援する

◆ 子どもたちが本に親しみ，生涯にわたる読書
習慣を身に付けられるよう，家庭や子育て支
援施設，図書館，児童館などでの読み聞かせ
や読書のきっかけづくりを進めます。

◆ 子どもたちがスポーツ，科学，音楽，芸術や伝統
文化の体験や地域探訪など多様な体験をでき
る場づくりに努めます。

◆ 中学校の「生き方探究・チャレンジ体験」など
に積極的に協力し，中学生が地域の中で社会
を学び，将来に向かって成長する機会を提供
します。（再掲）

◆ 山科青少年活動センターや児童館などで実施
されている学習支援の取組に協力します。

◆ 地域や大学などが，自治活動・地域活動など
で子どもたちと協働する場をつくり，共に学び，
まちの活性化にもつなげます。

取組② 校外で子どもたちが学び・
成長する場づくりを進める

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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======== (４) 子育て世帯の交流を促しネットワークをつくる ========
子育て世帯を地域全体で温かく見守るとともに，交流を促し，孤立化を防ぎます。

========================================================

== (３) 子育て世帯に保健福祉サービスと幼児教育・保育を提供する ==
子育て世帯が安心できる保健福祉サービスを提供するとともに，適切に幼児教育・保育を提供します。

========================================================

◆ 子育て世帯を地域全体で温かく見守り，保護
者への積極的な声かけや情報発信により孤立
化を防ぎます。

◆「やましなお誕生おめでとう事業」により民生児
童委員・主任児童委員が乳児の子育て世帯を訪
問し，地域との顔の見える関係づくりを進めます。

◆ 子どもを健やかで心豊かに育む社会を築くた
めに，「京都はぐくみ憲章」を実践するとともに，
地域ぐるみで行動の輪を一層広げます。

取組① 子育て世帯を地域全体で
温かく見守る

◆ 「こんにちは赤ちゃん事業」や乳幼児健康診査
などを通じて，適切な健康教育と保健指導を
行います。また，「プレママ・パパ教室」などで
父親が子育てを学ぶ機会をつくります。

◆ ひとり親家庭に対しては，児童扶養手当やひと
り親家庭等医療費支給制度のほか，母子父子
寡婦福祉資金貸付制度などの福祉サービスに
より支援します。

◆ 関係団体などとの連携により，乳幼児期にお
ける育ちと学びを学童期へ円滑につないでい
くための取組を推進します。

取組① 子育て世帯を切れ目のない
保健福祉サービスで支援する

◆ 妊娠・出産・子育てに関する不安や悩みの相談
に適切に対応するとともに，子育て情報を発
信します。

◆多様化する保護者のニーズに対応しながら，保育
園（所），認定こども園，小規模保育事業所，幼稚
園などにより，適切な幼児教育・保育を進めます。

◆ 子育て支援施設・団体の協働により，山科区の
子育て世帯を応援する事業を実施し，地域の
「はぐくみ文化」の更なる醸成を図ります。

◆ 「地域子育て支援ステーション事業」により，
身近な地域の子育て支援施設の連携強化を
図り，子育て支援の充実を図ります。

取組② 保護者のニーズに対応した
幼児教育・保育を提供する

　子育て・若者
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============ (５) 若者の成長と社会参加を応援する ============
将来の地域活動の担い手となる若者が，地域でいきいきと活躍できるよう，地域が若者の成長と

社会参加を応援します。

========================================================

◆ 山科青少年活動センターを中心に，若者が気
軽に相談でき，安心して過ごせる居場所づくり
を推進します。また，若者の課題解決につなが
る仕組みを地域社会と協働でつくり，地域と
共に推進します。

◆ 子どもや若者が他者と協働しながら主体的に
行動することで豊かな人生が送れるよう，確
かな学力，豊かな心，健やかな体の調和を図り
ながら成長できる環境づくりを推進します。

◆ 地域と大学が連携し，大学生が地域の企業・
保育園（所）・認定こども園・幼稚園・学校・病
院・福祉施設などでインターンシップを経験
できる機会を創出します。

取組① 若者の居場所づくりや様々な
経験・交流の場づくりを進める

◆ 山科青少年活動センターが運営する地域通貨
「べる」を活用した青少年の地域活動参画促進
の取組への応援をはじめ，若者の主体的なまち
づくり活動や交流活動への参加を応援します。

◆ 若者が地域の自治活動・地域活動に参画しや
すい雰囲気や条件づくりに努めます。

取組② 若者の自治活動・地域活動への
参画を応援する

◆ 保育園（所）・認定こども園・幼稚園・児童館・つ
どいの広場や子育てサロン・子育てサークル
などの子育て支援事業を通じて，親子が地域
につながるとともに，子育て世帯の交流を促
し，孤立化を防ぎます。

◆ 市民しんぶん山科区版，情報誌「山科はぐくみ
だより」，山科区役所ホームページ，山科区公式
アプリ「やましなプラス+」などを通じて，区内の
子育て支援施設や子育て支援事業の情報をタ
イムリーに，かつ，分かりやすく発信します。

取組② 地域の子育て施設や
子育てサロン・子育てサークル
での交流を促す

◆ 子どもや若者が音楽やダンスなどの発表や交
流をする機会を提供し，若者たちの健全育成を
図るとともに，地域とのつながりを強めます。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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観光・産業

山科区の特徴をいかし，まちの魅力・活力を高める

主　催
一般社団法人山科経済同友会

共　催
山科区役所

10:00～12月1日日
令和元年

検定日

会　場 京都薬科大学 愛学館
※会場へは公共交通機関でお越しください。
※申込状況によっては、別会場での受検をお願いすることがあります。

無料受検料

山科の
過去・今・未来が

見えてくる

「合格者カード」・「記念バッジ」を贈呈

合格者特典

第4 回

検定

============= (１) 暮らしに根ざした観光に取り組む =============
地域の暮らしとの調和を優先しながら，歴史，伝統産業，伝統行事，自然などの地域に親しまれてい
る地域資源を観光資源として積極的に活用し，持続可能な地域振興につなげます。

========================================================

取組② 区民が育む観光に取り組む取組① 山科区の魅力や特徴をいかした
観光に取り組む

◆ 山科経済同友会と協働で実施している「山科
検定」の今後の活用方法を検討することで，区
民が一層自分たちのまちを知り，自慢・誇りに
思える風土を醸成します。また，検定などを契
機として，一人ひとりが自発的に山科の魅力を
深掘り・発見します。

◆ 市民ぐるみのおもてな
しの輪を広げるため，
交流機会の提供や
ホームページでの情報
発信など，観光ボラン
ティア団体等の活動へ
の支援を行います。

◆ 山科区の魅力や特徴をいかし，一過性ではな
くリピーターを増やす，多様な交流を促すなど，
質の高い観光の在り方を検討・推進します。

◆ 地域と行政，関係機関で協働しながら，山科区
内の寺院・神社や山科疏水などの歴史・文化遺
産をはじめ，伝統産業や伝統行事などの地域資
源を守り，それらを活用した魅力的なコンテン
ツの発信，生活や文化に触れる体験型の観光コ
ンテンツの開発に取り組みます。
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============= (2) 地域資源をいかし産業を振興する =============
山科区に集積する，伝統産業や製造業，農業などの産業の特徴をいかし，経済界・地域の各種団体や

大学などとの連携により産業の活性化を図ります。

========================================================

◆ 一人ひとりが「山科区」のことを語り，自ら発信
することができるように，文化・歴史の講座や，
学校での学習など，様々な機会づくりに取り
組みます。

取組③ 区をあげて山科区の魅力の
PRを行う

◆ 区内の企業，事業者の積極的な事業活動や産
業の担い手の育成を支援します。

◆ 「京焼・清水焼」，「京仏具」などの伝統産業や，
「山科なす」などの京の伝統野菜の魅力を区内
外へPRし，広く知っていただく機会を創出し
ます。また，時代のニーズに対応した商品開発
や販路拡大に努めます。

◆ 京の伝統野菜などの地産地消を促進するとと
もに，持続可能な新しい農業を目指します。

◆ 山科経済同友会や京都中小企業家同友会など
と連携し，地域産業の振興に取り組みます。

◆ オスカー認定*を受けた企業など，特徴的なも
のづくり企業の存在を積極的にＰＲします。

◆ 企業による事業活動やソーシャルビジネスの
取組に加えて，NPOなどによるコミュニティ
ビジネス，更にはスタートアップエコシステム*
の形成に向け支援します。

◆ 企業，大学，行政の連携による多様な担い手の
確保・育成を推進します。

◆ 子どもたちが山科区へ愛着を持ち，将来にわ
たって山科区に定住，就職できるよう，中学校
の「生き方探究・チャレンジ体験」などを積極
的に活用します。

◆ 企業と大学が連携したインターンシップの実
施など，学生と地域との交流を促進すること
で，雇用のミスマッチを解消し，誰もが働く喜
びを実感し，活躍できる環境を整備します。

◆ 商店街や大学・地域団体などと連携し，魅力
ある店舗が増加し，商いでにぎわう活力あるま
ちづくりを進めます。

◆ 市民しんぶん山科区版や山科区役所などの
ホームページ，山科区公式アプリ「やましなプラ
ス+」をはじめ，京都市観光協会や事業者・観光
ボランティアなどと連携し，山科区の魅力の積
極的なPRに努めます。

取組① 特徴ある産業の魅力のPRを行う *オスカー認定：京都市及びＡＳＴＥＭ（京都高度技術研究
所）が，優れた技術や製品，サービスを持つ中小企業から，
経営革新を図るための事業計画（パワーアッププラン）を
募集・審査し，持続的に成長することが期待される中小
企業を認定する制度。

*スタートアップエコシステム：複数のスタートアップ企業
（新しいビジネスモデルで急成長をめざす新興企業）や大
企業，投資家等の多様な関係者が結びつき，循環しなが
ら広く共存共栄していくしくみ。

取組② 地域と学校・教育機関との
連携を強化する

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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====== (3) 文化力を基軸として社会的・経済的価値を創出する ======
アスニー山科をはじめ各種団体や事業者，行政が開催する講座や教室など，様々な生涯学習や文化・
芸術活動を通して文化力を高めることで人生の豊かさを実感するとともに，磨かれた感性により社会
経済活動の活性化を図ります。

========================================================

取組① 文化の力で社会的・経済的価値を
創出する

取組③ 生涯学習を盛んにし，
学び続ける風土を醸成する

取組② 文化力で地域活動を活性化する

◆ ほんものの文化・芸術を鑑賞できる機会を充
実し，文化・芸術に触れ，親しみ，楽しみ，人生
の豊かさを実感できるまちづくりを進めます。

◆ 文化・芸術活動について，広く学び親しむ機会
を活用し，文化・芸術に対する感性を磨き，新
たな社会的・経済的価値の創出を図ります。

◆ 区民の文化・芸術活動の拠点である，京都市
東部文化会館をいかし，山科発の取組の振興
と区内外への発信を図っていきます。

◆ 学校教育などにおいて，地域の歴史や文化，伝
統を学ぶことで，地域への愛着を育むととも
に，将来的にまちづくりへの積極的な参画を
促し，地域の活性化を図ります。

◆ 学校やＮＰＯをはじめとした市民活動団体な
どと連携し，地域について学ぶ機会を提供し
ます。また，学ぶ機会を進んで活用します。

◆ アスニー山科などにおける各種講座や教室の
充実，山科図書館などの学習支援施設の活用
により，多様な生涯学習を実践します。

◆ 学びと活動の循環の形成や「真のワーク・ライ
フ・バランス」の実現に向け，学ぶことの楽し
さ・深さ・尊さを実感し，気軽に学ぶ機会を得
られるまちづくりを進めます。

　観光・産業
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防災・防犯

暮らしの安心・安全を高める

======== (１) 災害への意識を高め，防災の取組を強化する ========
防災は，「一人ひとり・地域の意識」が大切です。一人ひとりの自主防災意識を高め，地域のつながりをいか

した防災体制を充実し，地域の防災機能を強化することで，安心・安全に暮らせるまちづくりを推進します。

========================================================

◆ 一人ひとりが「自分の命は自分で守る」との意
識を持ち，災害時に主体的に命を守る行動がと
れるよう，啓発，適切な情報提供，学校などに
おける防災教育・学習の機会の提供を図りま
す。また，それらの機会を積極的に活用します。

◆ 各種ハザードマップやSNS等の活用などによ
り，日頃から情報を共有し，自宅などの防災対
策や備蓄など防災意識の向上を図ります。

◆ 事業所における従業員の安全確保や備蓄，帰
宅困難者対策，また，敷地や建物内に受入の
余裕のある事業所での一時収容協力などを
想定するとともに，それらを盛り込んだ業務
継続計画（BCP）の策定に取り組みます。

◆ 地域の自主防災組織が災害時に機能するよう，
体制の強化を促すとともに，地域の防災訓練
をはじめ，各種防火・防災訓練や，避難訓練，
避難所開設訓練などの機会づくりに取り組み
ます。また，それらの機会を進んで活用します。

◆ 消防団の防火活動，相互の情報交換の機会や
講習会などを通じて，地域の自主防災組織な
どの防災力のレベルアップを促します。

◆ 災害に備えて，平時から近隣で顔の見える関
係づくりに努めます。

◆ 民生児童委員や老人福祉員，地域包括支援セ
ンターによる見守り活動や訪問活動など，地
域全体での高齢者の見守り体制を強化します。

取組② 地域防災組織の機能を強化し，
助け合える体制を整備する

取組① 一人ひとりの「防災力」を高める

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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取組③ 災害に備えて地域・企業・行政・
医療機関などの連携を強化する

取組④ 総合的な防災・危機管理体制を
強化し，災害に強いまちづくりを
推進する

◆ 地域，防災関係機関及び行政が，緊密な連携
と協力のもと，各種防火・防災訓練などを通じ，
防災活動に関する責任の自覚と技術の向上を
図ります。

◆ 地区医師会などと連携して災害時における体
制を構築していきます。

◆ 地域と大学や事業者が連携し，防災・減災対
策を強化します。

◆ 「京都市・大津市間の災害時における避難所の
相互利用に関する協定」に基づき，災害時の広
域支援体制の更なる構築を図ります。

◆「山科区防災活動計画」などに基づき，区におけ
る総合的な防災・危機管理体制の構築を図る
とともに，避難所における感染症対策や環境
改善，運用マニュアルの整備などを進めます。

◆ 高齢者などへのきめ細かな防火・防災に関す
る安全指導を実施するとともに，あんしんネッ
ト119（緊急通報システム）の設置や災害時要
配慮者名簿の作成・登録など，災害時要配慮者
への支援を充実します。

◆ 地震や風水害，火災などの災害時に強い都市
構造とするため，河川・排水路の整備・改修な
どの必要な治水対策を引き続き推進します。

◆ 建築物などの耐震化や狭小宅地の改善を促
進します。

◆ 地域，専門家，行政が連携した空き家対策プロ
ジェクトチームにより，空き家の実態調査や相
談会など，空き家問題の解消に向けた取組を
推進します。

　防災・防犯 (１) 災害への意識を高め，防災の取組を強化する
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=============== (2) 暮らしの安心・安全を支える ===============
子どもの登下校時の見守りや夜間パトロール活動など，地域の自主的な防犯活動を促進し，防犯体

制を一層強化します。また，一人ひとりが自分ごととして身を守る意識を徹底することで，安心・安全な
まちを実現します。

========================================================

取組① 地域の防犯対策を
継続・発展させる

◆ 子どもの登下校時の見守りや，夜間の銀河隊パ
トロール活動を全ての学区で実施します。（再掲）

◆ 自治連合会などを中心に構成される横断的な
団体が実施する，自発的・自主的な防犯，防災，
地域福祉，子どもたちの安全対策など身近な
安心・安全の活動を促進します。

◆ まち歩きによる学区内の危険個所などの調査
を実施し，生活道路などの安全点検に継続し
て取り組むとともに，警察や学校などの関係
機関との連携による防犯対策に取り組みます。

◆ 犯罪抑止力の高い防犯カメラの地域への設置
を推進します。

◆ 「振り込め詐欺」などの特殊詐欺，SNSなどに
よる消費者被害の未然防止・拡大防止を図り
ます。また，一人ひとりが「自分は大丈夫」と過
信せず，被害にあわないよう注意し自ら考え
行動します。また，身近で被害にあいそうな方
や場面に遭遇した場合は，積極的に声かけを
し，被害を未然に防止します。

◆ 「区民の命を守る安心・安全の取組」の一環と
して，地域及び関係団体，事業者などとの連携
のもと，「やましな熱中症ゼロ大作戦」など，熱
中症予防の注意喚起の取組や啓発を実施しま
す。また，一人ひとりが体調や健康管理に気を
配り，熱中症を予防します。

◆ 有害鳥獣に対して，各学区の獣害対策と連携
した地域ぐるみの対応を図ります。

◆ 動物愛護担当部署と連携した，動物愛護，ペッ
ト飼育マナーの啓発などに取り組みます。

◆ インフルエンザや，肝炎，結核，新型コロナウイ
ルス感染症等の新たな感染症などについて，
正しく理解し，感染症予防及び拡大防止対策
に努めます。

◆ 信号機や横断歩道がある安全な場所で横断
するなどの交通マナーを守ります。

◆ 違法駐車，放置自転車対策のための啓発やパ
トロールなどを行うとともに，交通安全と自転
車マナー教室の開催など，地域ぐるみの交通
安全対策の充実を図ります。

◆ 地域での見守り活動や，まち歩きによる交通
に係る危険個所などの調査を実施し，生活道
路などの安全点検に継続して取り組むととも
に，警察や学校などの関係機関との連携によ
る交通安全対策に取り組みます。

◆ 運転に心配のある高齢者が運転免許証を返
納しやすい環境の整備を図ります。

取組② 生活安全の取組の充実を図る

取組③ 交通安全の取組の充実を図る

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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保健・福祉

地域における健康と生活を共に支え合う

============ (１) 全世代型の地域共生社会を進める ============
年齢や性別に関わりなく誰もがお互いを尊重し支え合いながら，いきいきと安心して生活できるまち
づくりを進めます。

========================================================

◆「京（みやこ）・地域福祉推進指針」に基づき，山
科区社会福祉協議会や山科区地域福祉推進
委員会を中心とした関係機関・地域団体・区民
による地域福祉のネットワークを強化します。

◆ 地域あんしん支援員の活動との連携，ひきこ
もり支援の取組などにより，いわゆる制度の
狭間にある方や複合的な課題を抱える方，地
域社会で孤立化する方への支援を強化します。

◆ 全ての区民が自由に参加して，自分をいかしな
がら，地域とふれあい，つながる仲間づくりの
場として「居場所」や「通いの場」の活動に取り組
みます。また，ＳＮＳなどのツールの活用等も含
め，多様な手段を用いたつながりを推進します。

取組① 地域福祉のネットワークを
強化する
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========= (2) 高齢者の暮らしの安心と生きがいをつくる =========
高齢者の地域での生活の安心を守るとともに，生きがいを持って暮らせるまちづくりを推進します。

========================================================

◆ 一人ひとりが人権の大切さを認識し，全ての人
の人権を尊重することで，互いを認め合い豊
かな人間関係を育みます。

◆ 全ての人の人権が大切にされるまちを目指し
て，各種啓発活動を一層推進します。

◆一人ひとりが障害について関心を寄せ，障害や
障害のある人に対する理解を深めながら，支
え合い，安心して暮らせるまちづくりを推進し
ます。

◆ 就労の支援が必要な高齢者や障害のある人等
を含む全ての区民に対して，いきいきと活動
できる場所と機会を提供します。

◆ 男女共同参画社会づくりに向けて，啓発活動
に取り組みます。

◆ DVやセクシュアル・ハラスメント，虐待，いじ
めなどの個人の尊厳を侵害する暴力を根絶す
る風土を醸成します。

◆ 外国籍区民や留学生などと地域との交流機会
を創出し，お互いの理解を深めながら多文化
共生のまちづくりを進めていきます。（再掲）

◆ 就労の支援が必要な高齢者や障害のある人等
を含む全ての区民に対して，いきいきと活動
できる場所と機会を提供します。（再掲）

◆ LGBT*等の性的少数者の支援と性の多様性
への理解を深めます。

取組③ 多文化共生を推進する

取組② 人権文化が息づく
まちづくりを進める

取組① 高齢者がいきいきと
活動できる場をつくる

◆ 案内表示，マップなどの点訳・触地図化，音声
案内，多言語化などをはじめ，公共施設などに
おける，情報・コミュニケーションのユニバー
サルデザイン化を更に進めていきます。

取組④ ユニバーサルデザインの普及，
推進を図る

◆ 山科区老人クラブ連合会や関係機関のサーク
ル活動などの生きがいづくりを推進します。

◆ 介護予防推進センター等の関係機関などと連
携し，介護予防の普及啓発に努めます。

◆ 地域支え合い活動創出コーディネーターによ
る，支援を求める方とボランティアなどによる
生活支援の活動とのマッチングを支援し，地
域での支え合いを推進します。

◆ 高齢者と子ども・若者の交流を推進します。

*LGBT：Lesbian（レズビアン），Gay（ゲイ），Ｂisexual（バ
イセクシュアル），Transgender（トランスジェンダー）の
頭文字をとった言葉で性的少数者の総称の１つ。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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=========== (３) 障害のある人の社会生活を応援する ===========
障害のある人が住み慣れた場所や地域でいきいきと安心した生活を送り，社会参加できるよう，地
域で支え合う環境づくりを進めていきます。

========================================================

取組② 地域で見守る・支える体制を
強化する

取組③ 安心の環境整備を充実させる

◆ やましな新聞屋さん見守りネットワークの取
組やあんしんネット119（緊急通報システム）の
活用などにより，急病や事故対応時における
支援体制の充実を図ります。

◆ 民生児童委員や老人福祉員，地域包括支援セ
ンターによる見守り活動や訪問活動など，地
域全体での高齢者の見守り体制を強化します。
（再掲）

◆認知症声かけ訓練の実施地域の拡大や認知症
サポーターの養成を図り，認知症の方や家族
が安心して暮らせる地域づくりに取り組みます。

◆ 認知症に対する正しい理解の普及啓発や高齢
者虐待などの課題解決に向けた支援に努めます。

◆ 地域ケア会議における協議や関係機関，医療
機関との連携を通じて，地域における総合的・
継続的な支援体制の充実を図ります。

取組① 障害のある人とその家族への
生活支援を充実させる

取組② 障害についての理解を深め，
地域で支える環境づくりを
進める

◆ 障害のある人とその家族が，必要な障害福祉
サービスを利用しながら，安心して日常生活を
送れるよう支援の充実に努めます。

◆ 障害福祉サービスに加え，保健・医療・介護
サービスの情報提供や利用援助，社会資源の
活用など，地域や関係機関などが連携し多様
なニーズに応える体制づくりに努めます。

◆ 地域において障害に関する理解や知識が深ま
るよう啓発や学ぶ機会を設けるとともに，障
害のある人が情報を把握できるようわかりや
すい情報発信に努め，障害のある人が地域の
中で孤立しない共生社会の実現を目指します。

◆ 障害のある人が生きがいをもった生活を送り，
自己実現できるよう，区民・地域団体・企業・事
業者などとの連携の中で，就労や学習，レクリ
エーション，地域活動などへの様々な社会参
加を促進するための環境づくりを進めます。

　保健・福祉　 (２) 高齢者の暮らしの安心と生きがいをつくる
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================ (4) 区民の健康をつくり，守る ================
自分の健康は，自分がつくり守っていくことを基本に，健康づくりがしやすい地域づくりを進めていきます。

========================================================

◆ 健（検）診や健康相談などの機会を積極的に活
用し，がんなどの早期発見と早期治療につな
げることなどで，健康寿命*の延伸に努めます。

取組① 健（検）診の実施と
健康教育・相談を充実させる

取組② 区民主体の健康づくりを
推進する

◆ 地域におけるアウトリーチ事業などを活用し，
食生活や身体活動など望ましい生活習慣づく
りに努めます。

◆ 地域の健康づくりに主体的に取り組むボラン
ティアの活動支援を行い，健康づくりの推進に
努めます。

◆ 学校教育を通じた健康教育などを推進し，若
者世代からの健康意識の向上に努めます。

◆ インフルエンザや，肝炎，結核，新型コロナウイ
ルス感染症等の新たな感染症などについて，
正しく理解し，感染症予防及び拡大防止対策
に努めます。（再掲）

取組③ 地域医療体制を充実させる

◆ 区内の医療機関や地区医師会との連携強化
を図ります。

◆ 「認知症初期集中支援チーム」や「在宅医療・
介護連携支援センター」の活用により，認知症
対応や在宅医療，介護への理解を深めます。

◆ 健康長寿推進協議会をはじめとする関係機関
などとの協働による健康づくりの事業を活用
することで，年齢を重ねても，地域でいきいき
と健康で暮らすことの大切さについて理解を
深め，自身や家族などの健康づくりに取り組
みます。

◆「健康すこやか学級」の取組を支援し，地域での
介護予防とふれあいの機会を充実させ，高齢者
の健康づくりに取り組みます。

◆ 公園体操による健康づくりに努めます。

◆オーラルフレイル*対策など，歯科保健に関する
適切な保健指導や情報，「山科わっはっは体操」
などを活用し，口腔機能の低下を予防します。

*健康寿命：健康上の問題で日常生活が制限されることな
く生活できる期間。

*オーラルフレイル：口腔機能の軽微な低下や食の偏りな
どを含む身体の衰え（フレイル）のひとつ。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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交通・都市基盤

交通・都市基盤を整える

=================== (１)道路を快適にする ===================
まちの骨格となる幹線道路や生活道路の整備に合わせて，「歩いて楽しいまち」の基盤として，安全
で快適な道路空間づくりを進めます。

========================================================

◆ 幹線道路や生活道路において，安全で快適に
通行できる道路環境づくりを進めます。

◆ 公共空間におけるバリアフリーを促進させる
とともに，歩行者や自転車利用者が安心して
快適に利用できる道路空間づくりと沿道アメ
ニティの向上を図ります。

◆ 信号機や横断歩道がある安全な場所で横断
するなどの交通マナーを守ります。（再掲）

◆ 違法駐車，放置自転車対策のための啓発やパ
トロールなどを行うとともに，交通安全と自転
車マナー教室の開催など，地域ぐるみの交通
安全対策の充実を図ります。（再掲）

◆ 稲荷山トンネルの無料化などに伴う，幹線道
路の慢性的な交通渋滞の緩和，生活道路への
通過交通の流入対策，また，緊急輸送道路*な
どの確保を図ります。

◆ 地域での見守り活動や，まち歩きによる交通
に係る危険個所などの調査を実施し，生活道
路などの安全点検に継続して取り組むととも
に，警察や学校などの関係機関との連携によ
る交通安全対策に取り組みます。（再掲）

取組① 安全で快適な道路空間の
整備・改善に取り組む

取組② 幹線道路網の交通対策に
取り組む

*緊急輸送道路：災害直後から，避難・救助をはじめ物資
供給などの応急活動のために，緊急車両の通行を確保す
べき重要な道路。
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=========== (2) 公共交通の利便性を高め利用を促す  ===========
地下鉄・路線バスの積極的な利用を促進します。地域の公共交通の利便性が向上するよう，地域と
関係機関などが連携し，地域の特性に応じた公共交通体系の充実を図ります。

========================================================

*モビリティマネジメント：過度にクルマに頼る移動から
徒歩や公共交通の利用などによる移動へと，一人ひとり
の住民や，ひとつひとつの職場組織などに働きかけ，自発
的な行動の転換を促していく一連の取組。

取組① 公共交通の利用を促す

取組② 地域を支える公共交通の
充実を図る

◆ 環境負荷が小さく効率的な移動手段である地
下鉄・路線バスなどの公共交通の積極的な利
用促進に努めます。

◆ 公共交通や徒歩，自転車をかしこく組み合わ
せて出かけるスマートなライフスタイルを促
進します。

◆ 路線バスの接近情報の発信など，公共交通の
快適な利用環境を整備します。

取組③ 新たな交通手段や
移動の利便性向上策を
幅広く検討する

◆ 区民や観光客などがレンタサイクルを気軽に
利用できるよう，レンタサイクルの導入を促進
します。

◆交通利便性を高めるため，カーシェアやシェア
サイクルなど，新たなサービスの導入を検討し
ます。

◆ 近年のIoT*やAI等の技術進展，国内外で登場
してきた新しいモビリティサービスも参考にし
ながら，地域の特性に応じた，移動の利便性向
上に寄与する方策を幅広く研究していきます。

◆ 「山科区公共交通利用促進協議会」における
取組をはじめ，山科区の交通問題の改善に向
けた対策を検討します。

◆ モビリティマネジメント*を展開し，交通利便
性の充実を図ります。

*IoT：「Internet of Things」の略であり，あらゆるモノが
インターネットにつながり，相互に通信し合う技術やしくみ。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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====== (3) 山科区の持続的な発展に向けた土地利用を目指す  ======
将来にわたって持続可能で活力に満ちた魅力あるまちづくりを進めるためには，山科区内全域を見
渡して各地域の特性を十分にいかした都市構造の実現を図る必要があります。
「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」や「京都市持続可能な都市構築
プラン」を踏まえ，区内各地域の特性に応じた土地利用や都市機能の在り方について都市計画の側
面からも検討に取り組み，その実現を目指していきます。

========================================================

================= (4) 良好な景観を形成する  =================
良好なまちなみ景観の形成は，まちの魅力やイメージの維持向上のためにも重要であり，地域ぐるみ
で推進していきます。また，京都市新景観政策の更なる進化を踏まえ，景観の保全と活力ある持続可
能なまちづくりの両立を目指します。

========================================================

取組「京都刑務所敷地の活用を核とする未来の山科のまちづくり戦略」や
「京都市持続可能な都市構築プラン」を踏まえたまちづくりを推進する

◆ 景観の守るべき骨格を堅持しながら，各地域
の特性に応じて，いきいきとした暮らし，都市
部においては，地域の活力につながる新たな
景観の創出を検討します。

◆ 建築物等に市内産木材を使ったまちづくりの
推進を図ります。

◆ 自然と寺社や史跡などの歴史的資産とが相互
に重なり合った景観を守っていきます。

◆ 各地域の特性に応じて調和のとれた景観づく
りや住環境の改善を検討します。

取組① 良好な都市景観を創出する 取組② 美しい自然的・歴史的景観を
保全・継承する

◆ 戦略に掲げたこれからの山科区のまちづくりの
方向性の実現に向け，ポイントとなるエリアの
方向性や取組例を踏まえ，山科区全体が将来
にわたって活性化するように取組を進めます。

◆ 多世代が安心・安全，快適に定住し，地域のコ
ミュニティや文化を継承する風土を醸成します。

　交通・都市基盤
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自然環境

次世代へ豊かな環境を受け継ぐ

============ (１) まちのうるおい・自然を大切にする ============
恵まれた自然環境を守りいかして，水と緑のうるおいに満ちた都市環境・生活環境をつくることで，
自然と調和した快適で美しいまちの実現を図ります。

========================================================

取組① 生物多様性豊かな
自然環境を保全する

取組② まちの緑を増やす

◆ 山科区にある生態系や生物多様性の恩恵を理
解，尊重し，自然環境や森林，河川の保全を図
ります。

◆ 環境に関わる市民活動や，青少年育成活動と
連携した自然調査・保全の活動を促進し，河川
や疏水の美化に努め，生き物が生息できる環
境づくりを進めます。

◆「山科区フラワーロード推進事業」や「笑顔と花
いっぱいプロジェクト」などの取組を継続し，花
と緑あふれる美しいまちづくりを推進します。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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====== (2) ごみのないまちをつくる，ごみの出ない暮らしを営む ======
地域ぐるみで清掃や美化活動に取り組むことで，美しくごみのないまちをつくり，循環型社会の構
築にも貢献します。

========================================================

========= (3) 地域から地球温暖化対策を考え，実践する =========
地球温暖化をはじめとした地球環境問題の解決，また2050年までの二酸化炭素排出量「正味ゼ
ロ」・2030年までの40％以上削減を達成した環境と調和した持続可能な地域生活の実現に向け，身
近なエコの取組から，省エネや再生可能エネルギーの活用などを推進します。

========================================================

取組① 清掃・美化の活動を充実する 取組② ごみの出ない循環型のまちを
構築する

◆ 「山科区2万人まち美化作戦」などの一斉清掃・
美化活動に加え，日々の生活に身近な公園や
道路，職場などの生活空間を，常に美しく快適
な状態に保つ継続的な清掃・美化活動を実施
します。

◆ 清掃・美化活動に取り組む団体の活動支援や
団体間の交流促進を行い，活動の向上・拡大
を図ります。

◆ 限られた資源を大切にする風土を醸成し，環
境に配慮した暮らしと事業活動への転換を図
るべく，ごみそのものを発生させない取組や
すぐにごみにしない取組（2R［リデュース：発
生抑制，リユース：再使用］）の促進，資源物の
分別・リサイクル，リニューアブル*などの取組
を推進します。

◆ マイバッグ・マイボトルの利用や分別の実践な
どの区民一人ひとりの行動によるプラスチック
ごみの削減や再資源循環の促進，食べ残しゼ
ロ推進店舗の拡大，フードドライブ活動支援
等の食品ロス削減など，循環型社会に向けた
取組を進めます。

取組① 徹底した省エネを進める

◆ エアコンや冷蔵庫の温度設定の適正化や，照
明や給湯の不要な利用の低減などにより，電
気やガスなどのエネルギー使用量の削減に努
めます。

◆ 事業所における高効率機器の導入による省エ
ネや環境マネジメント体制の構築，電力のピー
クカット・ピークシフト，エコ通勤，次世代自動
車の導入などを推進します。

*リニューアブル：石油等の化石資源と比べて短時間で再
生できる資源(再生可能資源：植物などの天然資源)を原
材料として利用することで，資源の枯渇や温室効果ガス
の発生を抑制する考え方。

　自然環境
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=============== (4) 環境について学び行動する ===============
生態系や生物多様性の保全，ごみ減量や地球温暖化をはじめとした環境問題を解決するため，一人
ひとりが身近にできることを学び，実践していきます。

========================================================

取組 学校などと連携し，
環境保全活動の担い手を育成する

取組③ 環境に配慮した
ライフスタイルを営む

取組② 再生可能エネルギーの
普及を進める

◆ 環境負荷が小さく効率的な移動手段である地
下鉄・路線バスなどの公共交通の積極的な利
用促進に努めます。（再掲）

◆ 地域性をいかした学区独自のエコ活動や，地
域ぐるみでエコ活動に取り組む「エコ学区」を
推進します。

◆ 市内の農林産物の地産地消を推進するととも
に，季節や旬を重んじる京の食文化を継承し
ていきます。

◆ 「山科区エコアクションNo.１宣言」を踏まえた
環境イベントの展開や，多様な環境学習の機
会の提供によって，環境に対する意識を高め
ていきます。

◆ イベントなどにおいてごみの削減や分別・リサイ
クルなどの取組を促進し，身近なところから環境
について意識し，体験できる取組を推進します。

◆交通利便性を高めるため，カーシェアやシェア
サイクルなど，新たなサービスの導入を検討し
ます。（再掲）

◆ 太陽光やバイオマスなどの未利用エネルギー
を最大限活用し，再生可能エネルギーの積極
的な利用を促進します。

◆ 誰もが気軽に生物多様性の保全やごみ減量，
地球温暖化対策などについて学べる機会を充
実し，地域で主体的に行動する環境保全活動
の担い手の育成を推進します。また，環境教
育・学習の機会をいかし，進んで環境問題解決
に向けて取り組みます。

Ⅴ 将来像を実現するための具体的な取組
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京都市 北 左京 東山 山科 右京 西京 伏見上京 中京 下京 南
0

20

40

60

80

100
(%)

■住宅　■商業・業務施設　■工業施設　■その他

※表示している数値は端数を四捨五入しているため、合計値が100にならない場合があります。

71.2

18.4

8.3
2.1

87.4

8.3
2.7
1.7

79.4

16.2

3.1
1.4

85.0

10.3
2.3
2.3

58.6

34.1

5.6
1.6

68.5

26.7

3.3
1.4

80.3

10.1

6.5
3.1

48.2

44.8

5.1
1.8

48.5

25.4

25.0

1.2

76.2

11.3

10.2
2.2

87.0

7.6
3.1
2.3

70.7

13.8

12.9

2.6

五条通

■ 山林・荒地等
■ 田
■ 畑・その他の農地
■ 造成中地
■ 空地
■ 工業用地
■ 一般低層住宅
■ 密集低層住宅地
■ 中高層住宅地
■ 商業・業務地区
■ 道路用地
■ 公園・緑地等
■ その他の公共公益施設
■ 河川・湖沼等
■ その他

出典：都市計画基礎調査（平成28年）

出典：国土地理院資料（平成20年） 

建物用途別現況面積の割合

（1） 「まち」の現状

土地利用の状況

建物用途の状況

● 山地に囲まれた盆地内部は昭和期の
人口増加の影響により，大半が住宅
地です。

● 商業系は，山科駅周辺から幹線道路
（五条通，外環状線）沿いに集まって
います。

● 農地や駐車場，空き地などが，新十
条通北部，名神高速道路南部に点在
しています。

● 建物用途別の延床面積の比率では，山科区は住宅が80.3％で，市全体の比率よりは高く，商業・業務施設，
工業施設は市全体よりも低い値です。

資料編 ①山科区の現状
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3,930

771

1,193

599467

1,746

330403

1,622

300

920

伏見西京右京南下京山科東山中京左京上京北
0

4,500

5,000

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

(人)

14.7

9.8
11.3

14.814.814.0

19.6

10.1
11.8

10.7

14.1
12.9

伏見西京右京南下京山科東山中京左京上京北京都市

(%)

0

5

10

15

20

25

出典：平成30年住宅土地統計調査

出典：京都市統計資料（平成29年12月末）

空き家率

介護老人福祉施設などのサービス事業所定員数

空き家の状況

● 空き家率は，14.0%と全市平均を上回っており，１万戸を超える空き家(10,150戸)が存在しています。

福祉

● 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）などの事業所定員数は，全市で２番目に多くなっています。
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5,129
245
327
245
792
156
265
1,138
686
372
178
725

13,765
1,032
1,020
1,306
2,130
970
772
1,751
1,043
1,350
728
1,663

18,894
1,277
1,347
1,551
2,922
1,126
1,037
2,889
1,729
1,722
906
2,388

京都市
北
上京
左京
中京
東山
山科
下京
南
右京
西京
伏見

卸売業 小売業 総数

⑧
⑥
⑧
②
⑪
⑦
①
④
⑤
⑩
③

⑦
⑧
⑤
①
⑨
⑩
②
⑥
④
⑪
③

⑧
⑦
⑥
①
⑨
⑩
②
④
⑤
⑪
③

＜丸数字は，行政区別の順位（高い順）＞

出典：平成28年経済センサス

出典：国勢調査

※国勢調査の実施年以外は京都市推計人口（令和２年10月時点）

事業所数（卸売業，小売業）

事業所数

● 卸売業事業所数は，全市で下から５
番目に少なくなっています。

● 小売業事業所数は，全市で下から２
番目に少なくなっています。

（2） 「ひと」の現状

人口の変化

● 昭和30～40年代に急
激に人口が増加しまし
たが，その後，13万人前
後で横ばいに推移し，こ
こ数年はゆるやかに減
少しています。
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昭和30年
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令和2年
134,220人

令和2年
63,134世帯

平成27年
60,451世帯

平成27年
135,471人
平成27年
135,471人

昭和30年
34,567人

【人口ピーク】
平成13年
137,965人

昭和51年
（分区時）
129,695人

約3.7倍

※国勢調査の実施年以外は京都市推計人口（令和２年10月時点）

山科区の人口と世帯数の推移



71.6

69.8

67.8

65.1

60.1

61.0

71.4

69.2

67.2

64.2

61.5

60.3

69.6

68.0

66.9

65.2

63.4

63.6

72.0

69.9

68.5

65.6

62.4

61.1

69.5

68.8

68.9

66.0

64.8

64.5

68.6

66.6

65.0

62.8

59.4

58.8 

73.5

71.3

68.3

64.2

59.3

58.1

68.5

67.1

67.1

67.5

67.1

67.1

70.8

69.5

68.2
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63.7

63.1

72.8

70.1
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61.2

60.2

72.0
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61.0

59.3
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伏見西京右京南下京山科東山中京左京上京北京都市

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年

＜丸数字は，行政区別の順位（高い順）＞

（％）

14.7

17.4

20.1

23.0

26.7

28.2

16.1

18.8

21.2

24.3

27.7

29.2

20.4

22.4

23.8

25.2

27.1

27.3

16.1

18.8

20.9

23.7

26.9

28.3

19.6

20.9

21.2

23.4

24.6

25.2

22.4

25.5

27.6

30.0

32.8

33.4

11.9

15.4

18.9

23.4

29.1

31.4

21.0

23.0

23.3

22.7

23.2

22.8

14.2

16.9

19.2

21.2

24.5

25.5

13.2

16.6

20.2

23.1

27.0

28.6

10.2

12.5

16.2

20.2

25.6

28.2

11.9

15.0

18.4

22.1

26.7

29.1
⑤ ④③ ②① ⑪⑩ ⑨⑧ ⑦⑥

⑤ ④③ ②① ⑪⑨ ⑨⑧⑦⑤

伏見西京右京南下京山科東山中京左京上京北京都市

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年

＜丸数字は，行政区別の順位（高い順）＞

（％）

出典：令和２年分は，京都市による独自推計値（10月時点）。それ以外は，国勢調査

出典：令和２年分は，京都市による独自推計値（10月時点）。それ以外は，国勢調査

高齢化率

生産年齢人口比率

高齢化の進行

● 山科区の高齢化率（総人口に占める65歳以上の人口の割合）は，平成７年は全市で下から２番目の低さで
したが，この20年間で急速に高齢化が進み，直近では東山区に次いで，全市で２番目に高くなっています。

生産年齢人口の現状

● 山科区の生産年齢人口比率（総人口に占める15歳以上～65歳未満の人口の割合）は，平成７年は全市で
最も高い値でしたが，この20年間で減少が進み，直近では全市で最も低くなっています。
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■平成22年度　■平成27年度
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転入出の状況

出典：国勢調査

■平成27年度　■令和２年度
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△25.0% △14.4%
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区内の公立小学校児童数

出典：学校統計調査
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1.18 

1.38

1.25
1.31

1.37

1.35

1.29

1.38

1.42 

1.30

1.29 
1.27

合計特殊出生率

出典：京都市統計資料

子どもの状況

● 合計特殊出生率は，増減を繰り返し
ていましたが，直近では減少傾向に
あります。

● 直近では全市で上から４番目に高い
値です。

転入出の状況

● 15～24歳の年齢層で大きく社会増となっている一方，0～14歳，25～44歳の年齢層では社会減となっています。

● 山科区内の公立小学校の児童
数は，一部を除いて減少傾向
であり，直近５年間（平成27年
度～令和２年度）で，区全体で
6.4％減少しています。
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2010年 2050年

人口密度
■ 0
■ 1人/ha～20人/ha
■ 21人/ha～40人/ha
■ 41人/ha～60人/ha
■ 61人/ha～80人/ha
■ 81人/ha～100人/ha
■ 101人/ha～120人/ha
■ 121人/ha以上

■0～14歳　■15～64歳　■65歳以上 ■0～14歳　■15～64歳　■65歳以上

［山科区］ ［京都市］
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2045 (年) (年)204020352030202520202015

15,534

80,318

39,619

14,318

77,237

42,688

13,150

74,911

43,320

12,164

71,190

44,119

11,285

65,968

45,632

10,708

59,087

48,228

10,120

54,272

48,535

163,520

917,829

393,834

156,144

899,868

415,738

147,122

884,486

420,143

139,317

855,032

428,969

132,343

810,995

443,262

127,595

749,431

466,375

122,057

702,728

472,456

出典：日本の地域別将来推計人口　平成30年推計

将来の人口推計

人口密度の変化（500mメッシュ）

出典：国土数値情報

（1） 高齢化の進行と生産年齢人口の減少

（2） 人口密度の低下と空き家の増加

約25年後の令和27（2045）年には，平成27（2015）年に比べ，
①人口は，約17％減少（全市平均：約12％減少）
②生産年齢人口は，約32％減少（全市平均：約23％減少）
③高齢化率は，43.0％（全市平均：36.4％）に上昇

人口減少に伴い，市街地の人口密度も全体的に低下します。特に，現在人口密度の高い地下鉄沿線，駅周
辺部での低下が顕著になると予測されます。
それに伴い，空き家も相当数増加していくことが予測されます。

資料編 ②将来の見通し
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令和元～3年度

令和2～3年度

令和2～3年度

令和元年度

令和元～3年度

令和2～3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和3年度

令和元年度

令和元～2年度

令和3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和2～3年度

令和3年度

令和元～3年度

令和元年度

令和元～3年度

令和元年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和3年度

令和元～3年度

令和元～2年度

令和2～3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和元年度

令和元～3年度

令和元～2年度

令和元～3年度

令和元～2年度

令和元年度

令和元～3年度

令和3年度

山科区自治連合会連絡協議会会長会（令和元～3年度）
山科区健康長寿推進協議会（令和2年度）

ふるさとの良さを活かしたまちづくりを進める会

京都薬科大学（学生）

京都市小学校PTA連絡協議会山科支部

京都市中学校PTA連絡協議会山科支部

京都市小学校PTA連絡協議会山科支部

龍谷大学政策学部

山科防犯協会

山科地域防犯推進委員協議会

山科区自治連合会連絡協議会会長会
山科区健康長寿推進協議会

一般社団法人山科医師会

山科区自主防災会連絡会

一般社団法人京都手をつなぐ育成会山科支部

山科の歴史を知る会

山科区地域女性連合会

清水焼団地協同組合

山科区身体障害者団体連合会

京都薬科大学（学生）

京都府立洛東高等学校

山科区地域女性連合会

NPO法人おこしやす“やましな”協議会

京都橘大学

山科区保育園協議会

京都橘大学（学生）

公益社団法人京都市私立幼稚園協会山科地区

山科地域防犯推進委員協議会

京都薬科大学（学生）

京都薬科大学

山科区自治連合会連絡協議会会長会（令和2～3年度）
山科区体育振興会連合会（令和元～3年度）
山科区健康長寿推進協議会（令和3年度）

京都橘大学（学生）

山科区老人クラブ連合会

山科区農業団体連絡協議会

山科区交通安全対策協議会

京都橘大学（学生）

山科美化推進企業協議会

山科少年補導委員会

山科区農業団体連絡協議会

青木　昭樹

浅井　定雄

網島　　唯

泉　　孝之

伊藤　幸典

藺上　景太

井上　芳恵

岩見　眞成

岩村　義憲

内海　　敏

戎井　浩二

遠藤　　健

大河内清子

岡本　　洋

奥田　末子

北村　政彦

木下　文男

汲地　玲実

久米川達弥
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小山　好弘

阪本　　崇

嶋本　弘文
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竹中咲代子

土田　絹枝

寺田　健三

林　　　弘

畚野　美輝

藤中　淳史

干場美代子

藤井　誠司

就任期間所属等氏名

五十音順（敬称略）／右ページに続く

山科区民まちづくり会議　（座長 ： 阪本 崇 氏）
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令和元～3年度

令和元～3年度

令和2～3年度

令和元～3年度

令和元～2年度

令和2年度

令和元年度

令和元～3年度

令和元年度

令和3年度

令和2～3年度

令和元～3年度

令和2年度

令和元～3年度

令和元年度

令和3年度

山科区民生児童委員会

一般社団法人山科経済同友会

市民公募委員

特定非営利活動法人山科醍醐こどものひろば

清水焼団地協同組合

京都橘大学（学生）

京都薬科大学（学生）

山科消防団

山科区自主防災会連絡会

一般社団法人山科医師会

山科美化推進企業協議会

京都市児童館学童連盟山科地区

山科区自主防災会連絡会

社会福祉法人京都市山科区社会福祉協議会

市民公募委員

京都橘大学（学生）

前坂己美子

三田村昌人

宗　　弥希

村井　琢哉

村田　哲子

村田　歩未

元村　友美

森田　武士

柳生　昌保

安井　　仁

山口　寿延

山本　陽子

𠮷井　栄作
吉川　　彰

米岡那夏子

和田　花凛

就任期間所属等氏名

就任期間所属等氏名

五十音順（敬称略）

五十音順（敬称略）

委員名簿

オブザーバー委員名簿

令和元年度

令和元～2年度

令和3年度

令和元～3年度

令和2～3年度

令和元～2年度

令和3年度

令和元～2年度

令和3年度

令和元年度

令和2年度

令和元～3年度

令和元年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和元～3年度

令和3年度

令和2～3年度

東部土木事務所

京都市小学校長会山科支部

山科警察署

山科図書館

山科消防署

上下水道局東部営業所

上下水道局東部営業所

京都市立中学校長会山科・醍醐支部

京都市立中学校長会山科・醍醐支部

山科警察署

山科警察署

京都市教育委員会生涯学習部

山科消防署

上下水道局みなみ下水道管路管理センター山科支所

東部農業振興センター

山科青少年活動センター

東部文化会館

山科まち美化事務所

京都市小学校長会山科支部

東部土木事務所

朝山　勝人

加村　和美

川瀨　浩史

木下　義高

白岩　　治

杉本　泰利

曽田　一光

竜田　潤一

田中　智之

仲川　　徹

西山　亮二

畠田　靖久

松崎　耕三

松宮　　知

宮尾　広士

宮川　知子

森脇　俊哉

山田　政継

山本　直樹

山本　泰弘
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